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電気学会の電力・エネルギー部門（Ｂ部門）では，現代の社会基盤・産
業基盤を支える以下の領域を活動対象にしています。

【活動の対象領域】
電力系統（計画・運用，制御，解析・シミュレーション等），電力自由化，
発電，送配電，変電，直流送電，パワーエレクトロニクス，分散型電源，
スマートグリッド，監視・制御システム，電力ケーブル，絶縁，高電圧，
開閉保護装置，超電導機器，エネルギー変換・貯蔵装置，新エネルギー，
電力品質，電力用設備および機器など。

【技術委員会】
Ｂ部門には以下のような10の技術委員会があり，それぞれのもとに調査
専門委員会が設置され，活発な研究・調査活動が行われております。研究
活動成果については技術報告書の出版，シンポジウムや講習会・フォーラ
ムの開催により広く公表されております。

電気学会Ｂ部⾨ホームページ
https://www.iee.jp/pes/

電気学会 電力・エネルギー部門（Ｂ部門）
技術委員会のご紹介
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静⽌器技術委員会の活動

静⽌器技術委員会
委員⻑︓腰塚正（東京電機⼤学）

変圧器・リアクトルの騒⾳対策に関する最新動向（調）
委員⻑︓堀⼝卓也（三菱電機） 活動期間︓2019/10〜2022/9
調査対象︓変圧器，リアクトル，および騒⾳に関係する部品

電⼒⽤コンデンサの誘電体に関する最新技術動向（調）
委員⻑︓⻑崎則久（⽇新電機） 活動期間︓2020/4〜2023/3
調査対象︓

電磁界解析の先進技術応⽤（調）
委員⻑︓松尾哲司（京都⼤学） 活動期間︓2019/4〜2022/3
調査対象︓磁性材料特性，モデル縮約，設計最適化，⼤規模解析，電磁⼒計算

持続可能社会実現に向けた⾼効率⼤電流エネルギーシステム技術（調）
委員⻑︓⾦⼦英治（元琉球⼤学） 活動期間︓2020/10〜2023/9
調査対象︓次世代発電・電⼒輸送・⼤電流応⽤システム，⾼効率運⽤システム

2020年度（令和2年度）の研究会

開催年⽉ 開催⽅法 テーマ 備考
2020年9⽉ Web開催 アークプラズマ・電気接点とその応⽤ 放電・開閉保護(技)と共催
2020年9⽉ Web開催 電磁界数値計算技術とその応⽤ 回転機（技）と共催
2020年12⽉ Web開催 変圧器⼀般，コンデンサ⼀般
2021年3⽉ Web開催 電磁界数値計算技術とその応⽤ 回転機（技）と共催

静⽌器技術委員会に関する問い合わせ先

「⽇本のライフラインを⽀える電⼒設備」シンポジウム
開催⽇時︓2020年11⽉16⽇ 開催⽅法︓Web開催
内容・狙い︓
(1)世界⼀の電⼒品質を持ち災害にも強い⽇本の電⼒エネルギー技術を紹介する。
(2)若い世代に広く啓発活動をすることで，電⼒エネルギー業界に興味を持ってもらう。
(3)電気学会の活性化に向け、若い世代に電気学会の活動を知ってもらい勧誘を⾏う。
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活動領域︓遮断器，断路器，負荷開閉器，避雷器，ヒューズ，閉鎖形開閉装置，ガス絶縁開閉装置

調査専⾨委員会 委員⻑ 岩⽥幹正(電⼒中央研究所）

最近の直流及び交流系統に
要求される遮断器の技術動向

調査専⾨委員会
委員⻑︓皆川忠郎（三菱電機）

設置期間︓2019年10⽉〜2021年9⽉

酸化亜鉛形避雷器の動作責務と
エネルギー耐量に関する技術動向

調査専⾨委員会
委員⻑︓柘植憲治（⽇本ガイシ）

設置期間︓2018年7⽉〜2021年12⽉

ガス絶縁開閉装置の環境負荷低減
への技術動向調査専⾨委員会

委員⻑︓望⽉哲夫（三菱電機）
設置期間︓2020年10⽉〜2022年9⽉

調査内容︓
1)環境負荷低減への現在の取組み
2)GISの機器⼩形化の変遷と適⽤技術
3)SF6排出削減への取組みと各国の規制動向
4)SF6代替ガス技術開発の状況とCIGRE / IEC / IEEEの活動状況
5)GISの将来展望
予想される効果︓GISを取り巻く技術動向の調査と考察を通して，国内外における対
環境性への規制，環境負荷低減に向けた取組・適⽤技術について調査し，体系的に
纏めることによって，今後の研究・開発に対する指針を与えることができる。

調査内容︓
1)最近の直流及び交流系統に要求される遮断器技術の動向
2)直流遮断器技術（機械式／半導体式／ハイブリッド式，他）
3)SF6代替ガス遮断器技術（ドライエア，CO2，F-ketone，F-nitrile，他）
4)真空遮断器技術（⾼電圧化）
5)今後の展望
予想される効果︓直流遮断器技術，SF6代替ガス遮断器技術，⾼電圧真空遮断器
技術の開発・適⽤動向につき調査し，体系的に纏めることによって，今後の機器開発に
対する指針を与えることができる。

調査内容︓JEC，IECなどの避雷器規格及び電気学会，CIGRE，IEEEなどにおける
関連技術⽂献の調査を⾏い，下記について最新の国内外の技術情報や動向及び課
題事項を体系的にまとめる。
1)最新のIEC規格におけるエネルギー耐量評価の考え⽅
2)JEC及びIECに規定する変電所⽤避雷器のエネルギー耐量定格の対⽐
3)配電線及び送電線などで使われる避雷器の動作責務と必要となるエネルギー耐量
予想される効果︓配電・変電・送電⽤などの様々な⽤途で避雷器に要求される動作責
務と必要となるエネルギー耐量について最新の技術動向と課題が整理できる。これにより，
避雷器のJEC規格改正の⾜がかりとして，また，最新の適⽤技術を展望できる基礎資
料として有効に活⽤することができ，若⼿技術者に対する教育資料としての活⽤も期待
できる。

研究会１ 研究会２

中電圧スイッチギヤの保全に関する
センシング技術動向調査専⾨委員会
委員⻑︓佐々⽊良輔（東芝ｲﾝﾌﾗｼｽﾃﾑｽﾞ）
設置期間︓2019年10⽉〜2022年3⽉

調査内容︓スイッチギヤの環境保護および耐環境の両側⾯における最近の技術動向を
調査
1)中電圧スイッチギヤ及び，それに内蔵される真空遮断器・開閉器などの器具類の

保全に関するセンシング技術の変遷整理
2)最新の事故事例と点検項⽬の実態調査と整理
3)最新技術を適⽤した劣化診断・保全の今後の動向，将来展望
予想される効果︓本調査・整理・解説により，中電圧スイッチギヤの保全に関するセンシ
ング技術の変遷が整理されると共に，最新の保全技術をまとめた技術報告を発⾏するこ
とで，今後の中電圧スイッチギヤの発展に役⽴つと考えられる。

過去１年発⾏の技術報告︓
技術報告第1434号『ガス絶縁開閉装置に要求されるＩＴ化融合技術と再⽣可能エネルギー対応技術の動向』(2020/4)
技術報告第1474号『交流遮断器規格JEC-2300改正の背景・根拠』(2020/4)
技術報告第1480号『中電圧ｽｲｯﾁｷﾞﾔの適⽤拡⼤と海外･特殊仕様対応技術動向』(2020/6)

国際活動 シンポジウム
他

開催⽇︓2021年3⽉予定「国内外におけるSF6ガス
代替技術の動向と将来展望」，シンポジウム
開催⽇︓2020年10⽉29⽇「改正規格 交流遮断
器（JEC-2300︓2020）の解説および電気学会
技術報告書 1474 交流遮断器規格JEC-2300改
正の背景・根拠」，講習会
開催⽇︓2019年9⽉4⽇「中電圧スイッチギヤに適⽤
される規格の状況と適⽤技術の動向」，座談会

委員構成

開閉保護技術委員会の活動

開催⽇︓2020年9⽉28,29⽇「アークプラズ
マ・電気接点とその応⽤」（Web）、放電・プラ
ズマ・パルスパワー、静⽌器技術委員会と合同

開催⽇︓2020年11⽉19,20⽇「IWHV2020」
（Web）、放電・プラズマ・パルスパワー、⾼電圧技術
委員会と合同

開催⽇︓2019年10⽉13⽇〜16⽇
国際学会ICEPE-STの共催

⼤学︓2名（名古屋⼤学，琉球⼤学）
研究機関:1名（電⼒中央研究所）
電⼒会社:3名（関⻄電⼒，中部電⼒，東京
電⼒）
メーカー:12名（東光⾼岳，東芝，⽇新電機，
⽇⽴製作所，富⼠電機，三菱電機，明電舎）



最新の電気学会技術報告書
風力発電の大量導入技術（技術報告1486号）
環境負荷の低減を目指したMHD発電技術と応用（技術報告1479号）
太陽光発電の長期安定利用技術（技術報告1463号）

2020年度発刊予定の技術報告書
風力発電大量導入時の系統計画・運用・制御技術

現在活動中の調査専⾨委員会の紹介

新エネルギー・環境技術委員会が取扱う主な研究分野
・再生可能エネルギー利用技術（太陽，風力，水力，海洋エネルギー等）
・エネルギー変換・貯蔵・利用技術（MHD発電，燃料電池，熱電変換，蓄電池，電気自動車等）
・省エネルギー技術，未利用エネルギー利用技術（廃熱利用発電，ごみ発電，熱供給，熱輸送等）
・環境保全技術（有害物質除去・無害化，温室効果ガス削減，炭酸ガス分離回収・固定隔離等）
・エネルギー技術評価（LCA評価，エネルギーシステム解析等）

現在，他に太陽光発電関連の調査専門委員会の設置を計画中

問合わせ先 技術委員会幹事 喜久里（産総研） e-mail: hiroshi-kikusato@aist.go.jp
（2020年10月5日作成）

新エネルギー・環境技術委員会
委員長 加藤 丈佳（名古屋大学）
幹事 八太 啓行（電力中央研究所），喜久里 浩之（産業技術総合研究所）

再生可能エネルギーの大量導入に向けた

水素利用発電技術調査専門委員会

調査期間：2017年4月～2020年11月

委員長：武 哲夫（東京都市大学）

○ 調査項目
1. 再エネ余剰電力による水電解と水素貯蔵技術の現状と課題
2. 水素を利用する燃料電池技術の現状と課題
3. 水素を利用するエンジン，タービン，電力貯蔵技術の現状と課題
4. 優位性を見出せる水素/電力相互変換技術・システムの方向性と課題
5. 需給調整機能としての水素/電力相互変換技術・システムの特徴と課

題

○ 予想される主な効果
再エネの出力変動を発電・需要側の両サイドから需給調整する水素/電力
相互変換技術・システムの在り方（方向性，課題）の整理・明確化が期待さ
れる。

電磁界応答流体によるエネルギー・環境技術の

新展開に関する調査専門委員会

調査期間：2019年7月～2022年6月

委員長 小林 宏充（慶應義塾大学）

○ 調査項目
1. グリーン社会の実現に向けた水素や再エネの高度利用，高効率かつ

電力変動補償を目指した MHD 発電の国内外の最新研究開発動向や
実用化に向けた技術課題とその将来展望の調査・検討

2. MHD・EHD等の電磁界応答流体を高度に利用した電力・エネルギー技
術，環境技術，航空宇宙技術，機能性材料プロセスの萌芽的な研究
開発，最新動向の調査および将来技術としての可能性の検討

3. MHD・EHD等の電磁界応答流体の計測・数値解析技術の研究開発動
向の調査，分野横断的に活用・相乗効果が期待できる技術の検討

○ 予想される主な効果
再エネを含む多様なエネルギー資源の高度利用ならびに再エネ大量導入
時の電力変動に瞬時対応可能な MHD発電システムの調査検討は，電力
の安定供給に貢献する。エネルギー変換・環境技術をはじめとする多くの
関連分野で，近年様々に利用・新展開が進められている電磁界応答流体
応用技術（計測・数値解析技術を含む）の研究開発動向を調査し，分野横
断の視点で相互に融合することで，新たな科学技術・産業技術の創出なら
びに環境保全に資するグリーン社会の実現に貢献する。

島嶼／スマートコミュニティ等における再生可能エネルギーが

大量導入された系統の電力供給・需要の特徴調査協同研究委員会

調査期間：2020年1月～2022年6月

委員長：雪田 和人（愛知工業大学）

○ 調査項目
島嶼/スマートコミュニティにおける
1. 再生エネ発電設備の導入・運用状況と電力需要に関する調査
2. 再エネ発電出力変動への対策技術に関する調査
3. 直流技術を中心としたパワエレ・システム技術の応用技術に関する調

査
4. 蓄電池等の設備を含めた最適モデルの調査

○ 予想される主な効果
島嶼／スマートコミュニティにおける再エネ発電設備の運用状況，電力供
給の可能性，今後必要とされるパワエレ技術・システム技術について整理
することで，電力需要特性に応じた再エネの有効利用を目指した電源構
成，交流・直流給配電の可能性について提案する。さらに，再エネの導入
に関して電力需要面からの最適モデル，電力レジリエンスを考慮した電源
構成など目的関数を変えたときの再エネを中心とした電源構成，電力需要
のエネルギーマネジメントシステムの役割，VPPなどについて多面的に検
討するため，今後の再エネの有効利用について一提案をできるものと期
待される。

洋上風力発電の現状とその普及の鍵となる電力技術

調査専門委員会

調査期間：2020年7月～2023年6月

委員長：野呂 康宏（工学院大学）

○ 調査項目
1. 洋上風力発電に関する国内外の導入・実証試験と法整備状況
2. 洋上風力発電のリスクマネジメント設計，システム・メンテナンス技術
3. 洋上風力発電に関する要素技術（大容量発電機（PMSG，DFIG），パ

ワエレ機器，浮体式洋上風車用ケーブル）
4. 洋上風力発電に関する送変電技術（HVDC（風力側の制御，多端子，

DCCB），交流送電（系統連系上の問題を含む），洋上変電所，ケーブ
ル，SVC）

5. 洋上風力発電の解析・シミュレーション技術（発電機モデル，パワエレ
制御・モデル，サージ解析，発電予測・風況シミュレーション）

○ 予想される主な効果
大規模洋上風力発電が大量導入されつつある欧州の経験や要素技術の
最新開発動向を調査することは重要であり，そこから得られる知見を元に，
我が国でも将来の大規模風力発電の本格的な普及に資する要素技術や
システム設計，メンテナンス等の方法論を確立することが可能となると予
想される。これを通じて，我が国における洋上風力発電の導入促進の今
後の方向性を示すとともに，関連技術の開発指針を得ることができると考
えられる。



電気学会Ｂ部⾨
原⼦⼒技術委員会

＜原⼦⼒における電⼒技術の最前線とその応⽤分野の調査＞

廃棄物処理・
燃料転換

原⼦⼒プラント
の運転

核融合炉
の実現

原⼦⼒プラン
トの建設

核分裂
(現在の炉)

核融合
(将来の炉)

原⼦⼒技術委員会

③核融合⼯学

①原⼦⼒計装制御
②放射線⼯学

原⼦⼒技術

放射線⼯学

③核融合⼯学分野の調査

①原⼦⼒計装制御分野の調査
シミュレーション技術、保守・運転⾼度化
危機管理、リスク管理、無線通信技術

電⼒制御技術 運転制御技術
プラズマ加熱 ビーム技術
低温技術 超伝導技術

放射線応
⽤技術

②放射線⼯学分野の調査
放射線イメージング 線量計測技術
放射線信号処理技術 微量分析技術

①②

①②

②

③

②

核融合電⼒技術調査専⾨委員会

原⼦炉施設への無線通信技術導⼊に向けた
技術動向調査専⾨委員会
放射線を利⽤した微量分析およびイメージング
技術調査専⾨委員会
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高電圧技術委員会の活動

高電圧技術委員会

委員長：本山 英器（電力中央研究所）
幹 事：中澤 義基（東芝ESS）

岩田 健（日立製作所）
幹事補：松本 洋和（電力中央研究所）

研究調査活動
〇 高電圧の発生・測定
〇 高電圧試験法
〇 高電圧電磁気現象解析技術
〇 絶縁設計と高電圧現象
〇 雷現象
〇 過電圧と絶縁協調
〇 高電圧と環境
〇 高電圧一般・応用

電力設備等周辺の環境電磁界評価に関する最新動向（調）
委員長：山崎 健一（電力中央研究所） 調査期間：2018/7/1～2021/6/30
調査対象：電力設備等周辺の電磁界の評価・計算・測定に関する調査

一般電気設備における絶縁・EMC設計の解析手法高度化に関する（調）
委員長：植田 俊明（大同大学） 調査期間：2018/10/1～2021/9/30
調査対象：電気設備全般に関わるサージ解析ツールや手法に関する調査

鉄道システムにおける耐雷技術の現状と課題（調）
委員長：林屋 均（東日本旅客鉄道） 調査期間：2019/4/1～2022/3/31
調査対象：鉄道における耐雷設計の変遷・雷害対策の実態と課題に関する調査

高圧配電線の雷リスクマネジメント手法の構築に向けた課題（調）
委員長：佐藤 智之（東北電力） 調査期間：2019/12/1～2022/11/30
調査対象：電力各社の高圧配電線の雷害対策の実態と雷被害の地域性に関する調査

洋上風車の雷害対策課題（調）
委員長：山吹 巧一（和歌山高専） 調査期間：2020/10/1～2022/9/30
調査対象：洋上風車の雷被害実態・対策等に関する調査

2020年度の研究会予定

ポリマーがいし・がい管の適用技術課題(No.1414，2017/12/15発行）

電磁界計測による雷放電特性とインフラ設備の雷害対策（No.1428, 2019/10/1発行）

再生可能エネルギーなどの分散電源と連系した配電線で発生する雷サージ
（No.1407, 2017/8/10発行）

風力発電システムの雷リスクマネジメントの現状と今後のあるべき姿
（No.1422, 2018/2/20発行）

電力設備等周辺の電磁界計算における標準モデルの構築（No.1447, 2018/12/10発行）

研究会テーマ名 開催日 場所

風力発電一般【合同】 5/13-14 中止

雷・サージ解析・高電圧一般
【単独】

7/30-31 中止

風力発電一般【合同】 11/5-6 Web

雷および高電圧･開閉保護･放電技術
(IWHV 2020)【合同】

11/19-20 Web

放電・プラズマ・パルスパワー
／高電圧／誘電・絶縁材料【合同】

1/22-23 福岡

雷・サージ解析・高電圧一般
【単独】

1/28-29 Web

現在活動中の調査専門委員会

最近発刊の技術報告



委員長　前田秀明（JST/ 理化学研究所）
幹事 　高尾智明（上智大学）
幹事　　小川　純（新潟大学）
幹事補　齊藤　隆（クリオジェナ・テクニカ） 

委員会WEBページ　http://www2.iee.or.jp/~basc/

連絡先：hideaki.maeda@riken.jp

主な活動
・  超電導機器研究会（年２回程度）
・  若手優秀発表賞
・  電力・エネルギーフォーラム
・  見学会

2018/9/1 ～ 2021/8/31
磁気力を活用した新たな環境技術のフィージビリティと
       超電導の役割調査専門委員会
2017/4/1 ～ 2019/3/31
超電導バルクの産業応用調査専門委員会

2019/10/1 ～ 2022/3/31
超電導関連技術の医療応用調査専門委員会

2015/7/1 ～ 2018/6/30
除染技術への超電導磁気力制御法の適用調査専門委員会

2016/10/1 ～ 2018/9/30
超電導化に向かう円形加速器　調査専門委員会

調査専門委員会

＜見学会＞

放射線医学総合研究所
重粒子線治療装置
2019 年 8月

（公財）鉄道総合技術研究所
リニアモーターカー
2018 年 7月



電力系統の安定供給を支える保護リレーシステム
保護リレーは電力系統の運用に不可欠なものであり，電力系統の神経にもたとえられ，

"Silent sentinel"（静かなる歩哨）と表現される

保護リレーシステムの役割

• 設備形成の合理化
• 電力流通設備の運用容量拡大
• 再生可能エネルギー大量導入の実現
• 電力系統の強靭化 （レジリエンシー向上）

• 電力系統で発生した事故の除去
• 事故波及の局限化
• 復旧の迅速化

活動内容活動内容

保護リレーシステム研究会
専門講習会の開催予定については・・

電力系統における各種課題の解決保護リレーシステムの基本的な役割

最先端
技術
最先端
技術

信号伝送
技術

信号伝送
技術 電力線

搬送
電力線
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無線
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光
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ＩＰ
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ネットワークIEC61850IEC61850
5G5G

電磁
機械
電磁
機械 トランジスタトランジスタ ＩＣＩＣ

リアルタイム
演算

リアルタイム
演算

A/D変換A/D変換
マイクロ
プロセッサ
マイクロ
プロセッサ

超
リアルタイム
アルゴリズム

超
リアルタイム
アルゴリズム

情報
セキュリティ
技術

情報
セキュリティ
技術

センシング
技術

センシング
技術ICTICT

系統解析技術

系統運用技術

通信ネットワーク技術

システム信頼性技術

ディジタル処理技術

構成要素
技術

構成要素
技術

引用・転載の使用をご希望の場合は，HP記載の保護リレーシステム技術委員会幹事までお問い合わせ願います

・保護リレーシステム基本技術体系 （ 641号 1997年）
・保護リレーシステム工学の体系化と技術者育成 （ 717号 1999年）
・系統脱調・事故波及防止リレー技術 （ 801号 2000年）
・日本における保護リレー技術の成果と今後の方向性 （ 822号 2001年）
・電力機器と系統保護の相互協調 （ 898号 2002年）
・負荷供給系統保護リレーシステムの現状とその動向 （1006号 2005年）
・過負荷保護技術 （1069号 2006年）
・周波数リレーシステムによる事故波及防止技術 （1127号 2008年）
・変電所監視制御システム技術 （1203号 2010年）
・保護ﾘﾚｰにおける通信利用技術の現状と高度化 （1276号 2013年）
・保護ﾘﾚｰの方式・運用の現状と海外技術動向 （1331号 2015年）
・実務に即した保護ﾘﾚｰｼｽﾃﾑ技術の基礎の学び方 （1425号 2018年）
・保護制御ｼｽﾃﾑにおける計器用変成器と関連技術の現状と動向（1475号 2020年）

電力系統を人体に例えると…電力系統を人体に例えると…

技術報告一覧技術報告一覧

• 保護リレーシステム技術の確立
• 次代を担う技術者の育成
• 調査専門委員会活動，技術報告書の発刊
• 専門講習会の開催
• 保護リレーシステム研究会の企画開催
• 関連他学会との交流

• 身体の中を駆け巡る「血液」⇒「電気」，血液の流れを支える「肉体」⇒送電線や変圧器などの「電気設備」、血液の
流れをコントロールする「脳」⇒中央給電指令所などの「系統運用」

• 人体とは？と問われれば 「血液・肉体・脳」はすぐに思い浮かぶキーワード，しかし１つ忘れてはならないのが「神
経」であり，保護リレーシステムはまさにこの「神経」であるといえる



電力系統技術委員会の活動
1996年より設置された電力系統技術委員会は，システム工学的な見地から新しい系
統現象の解明を推進し，最新のシステム理論を適用することで，電力の経済的かつ安
定な供給に役立つ技術を，系統的に調査・研究・教育を行っています。

気象情報の利活用に基づく
新しい電力系統利用

調査専門委員会

令和元年10月～令和4年3月予定
委員長：澤敏之（日立製作所）

調査対象：
気象シミュレーション技術の向上，

通信速度の高速化あるいは多種大量
データ（気象，スマートメータ）を
利活用より一層の電力系統の安定運
用や経済性向上を目指すことができ
る環境が整いつつある。より一層の
気象情報の利活用，予測精度向上が
期待されているため、最新の動向お
よび適用事例等を体系的に纏める。

電力安定供給を支える電力
流通設備計画・運用技術

調査専門委員会

令和2年5月～令和3年9月予定
委員長：餘利野直人（広島大学）

調査対象：
太陽光発電や風力発電の普及が加

速され，現在もなお，その普及が進
んでいる。あわせて，間接オーク
ションなど連系線利用に関する制度
の見直しや全面自由化などに伴い，
電力流通設備の計画および運用業務
に必要な検討項目や実施内容が変化
している。電力流通設備の計画・運
用技術に係わる課題およびその取り
組み状況について調査をする。

給電運用システムの機能
調査専門委員会

令和2年6月～令和4年5月予定
委員長：黒木光広（九州電力送配電）

調査対象：
再生可能エネルギー電源の連系増

加，電力システム改革の進展に伴う
広域需給調整，需給調整市場などに
対応する機能が必要となっている。

給電運用システムの現状について、
監視・制御などのオンライン業務に
関する機能を主として調査をする。

令和3年度の研究会予定

開催年月 開催地 テーマ 主催技術委員会

令和3年3月 沖縄市町村
自治会館

未定 電力技術/電力系統技術/半導体電力変換/合同

令和3年5月 未定 未定 新エネルギー・環境技術/高電圧技術/
電力系統技術/合同

令和3年9月16,17日 徳島大学 未定 電力技術/電力系統技術/合同

令和4年1月 未定 未定 電力系統技術

電力系統技術委員会に関する問合せ先
電力系統技術委員会 幹事補佐 好井 信博 所属：東京電力パワーグリッド(株) 系統運用部 給電計画G
メールアドレス：yoshii.nobuhiro@tepco.co.jp

電力系統技術委員会【PSE：Power Systems Engineering】

委員長：宮内 肇（熊本大学）

電力系統工学に関する系統的な調査・研究活動を実施
活動対象：系統や現象の解析，系統シミュレーション技術，

系統の計画・運用・監視・制御及技術，その他関連する技術
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